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Abstract
 A new retrofitting system for wall type bridge piers has been developed. A significant feature of this system is 
that the pier wall can be efficiently confined by hoop-tension of multi-cylindrical steel segments with fewer tie-
boltings than the ordinary steel jacketing method. The experimental results indicate that the new system improves in 
ductility capacity. This paper proposes a practical design formula for assessing the ductility capacity of bridge 
piers retrofitted by the presentet system.
概要
　壁式橋脚の耐震補強において，躯体の拘束効果を高めるとともに中間貫通鋼材の本数を減少させ，さらに省力化施工が可能な工
法として，鋼製セグメントを用いた耐震補強工法（SSRS工法）を考案した。本工法は，多曲面状の鋼板（鋼製セグメント）と中間
貫通鋼材を用い，鋼製セグメント内にコンクリートを打設して既存橋脚に効果的な拘束を与えるものである。本工法の確認実験と
して「段落し部曲げ補強・せん断補強実験」を行い，段落し部曲げ補強効果，せん断補強効果，および靭性補強効果を確認した。
さらに，靭性評価式を作成する目的で「靭性評価実験」を行い，鋼板巻立て工法に比し優れた靭性能を確認するとともに，本工法
により耐震補強された橋脚の地震時保有水平耐力法による照査を可能とする実用的な靭性評価手法を提案する。本評価手法は，中
間貫通鋼材を反力として鋼製セグメントが与える拘束応力からコンクリートの応力－ひずみ関係を定義し，これをもとに橋脚の靭
性を算定するものである。
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